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Bemard　Ma1amud
の文体の一特色について
一τ肋τ舳α淋再考一
小　　林 基
I　は　じ　め　に
　Bemard　Ma1amudのτ加τθ㎜〃8（1972）という小説を中心として，
Ma1amudの文体の特徴，特にP〃洲枇の用法に注目しながら，この小説
のテーマと文体の有機的た関係を考察したいと思う。ω
　τ加τ肋肋おのテーマは，ニューヨークの一隅に住むユダヤ人と黒人のふ
たりの作家が，白人の女性をめぐって対立する愛憎の葛藤の中に現代の‘am・
bivalent’な人間関係を象徴的に表現しようとしたといえるであろうが，手法
的には，現代小説の中にあって格別目新しい実験を試みているわけではない。
が，自然主義リアリズムによっては扱いきれない現実の複雑を，夢や幻想の領
域に光をあて，その照り返しによって象徴的に表現しようとしている。
　それでは，そうした言葉の技術は何かというと，私は，肋励6奴θの用法に
相当カ点が置かれていると考えるのである。τ加τ舳舳おの文中には，驚く
程薯しい数の一ing形と・ed形のPα〃o幼κが見出される。その用法も実に
多岐に亙っている。Malamudは，恐らくpα〃ψ加が‘ambiva1ent’な現
代の人間関係をメタフォリックに表現するのに適切な語法であると意識して有
効に使用しているのではないであろうか。そのようなMalamudの文体の一
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特色を作品のテーマと構造に関連させ，かつHenry　Jamesの作品と比較対照
させながら考察を進めることとする。
】I　τ加τ舳α炊のテーマと構造
　τ加τ舳伽なの「文体」の特色について考える前に，それがどういうテー
マと構造をもった小説であるかを考えてみることにする。
　Joseph　Warren　Beachは，τ加地肋o6〆H刎η1α伽∫（Phi1ade1phia：
A1be流Saifer，1954）に於て，Henry　Jamesの手法を，I．Idea，■．Picture，
皿、Reマe1ation，lV．Suspence，V．Point　of　View，W．Dia1ogue，W．Drama，
W．E1iminations，lX．Tone，X．Romance，X．Ethicsの観点から検討して
いる。これらの項目は，私の考えではすべて多少とも小説のr文体」と関係が
あるように思う。むろんそのかかわり方には徴妙な相違を認めなけれぼならな
い。ここでその一つ一つについて仔細に考察する余裕はないが，それらの観点
はMalamudの小説の構造と文体との有機的関係を考える場合にも相当役立
つように思えるので全体としてそれらの項目を意識の中に入れておきたいと思
う。
　1．　Zκθ地”α〃おのテ‘マ
　τ加τ肋α〃おのパタンは，Henry　Jamesの　τ加λ刎肋5∫α6o燗（1903）
のそれに非常によく似ている。そこでこの二つの小説の類似と相違を突き合わ
せて照合することから考察を始めたいと思う。
　まずτ加τθ舳〃ま∫の「構想」（Idea）は一人のユダヤ系白人の女（Irene）
を中にはさんでユダヤ系白人（HarryLesser）と黒人（Bi1lSpearという筆
名）の二人の作家を対照的に配置し主として三老の人間関係のダイナミックス
を描いたものである。二人の作家は同じ場所で仕事をし，同じ問題に直面して
いる　　経験が違うから程度の差はあるが。白人の方はすでに2冊の本を出し
ており，現在3冊目の小説をまるで結末をつけるのを回避するかのようにこの
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10年間書き直し続げている。この白人作家の小説のテーマは，これまで人生を
空費したという思いに苦しめられている中年のユダヤ人名の男の愛の遍歴とそ
の空しさを描いたもので，r生きそこなった男」というJames的主題の変奏
曲である。
　他方黒人の方は，深南部に生まれ，ニューヨークに移り住んだ不良少年が暗
い刑務所の生活を経て次第に黒人の意識を先鋭化していくという，これまた黒
人のひとつの生き方の典型で，自然主義的告白小説の形で綴っている。
　このふたりは，ニューヨークの片隅の今にも倒れそうな褐色のアバートを共
通の仕事場とする，いわぼ2匹のやどかりで，ここでは白いやどかりの方が先
住者で，黒い方はあとから，ひょっこり住みつくのである。ハーレムにもアパ
ートを持っている家主は，この老朽化したアパートを解体して採算のとれる新
しいアパートを建てることを計画して，作家に執勘に立退きを要求する。彼ら
の周囲では物凄い勢いで解体作業が続けられている。
　τ加τ肋α”8の筋についてぼ，先に発表した拙稿，「τ加丁θ伽燃小論」
の解謝2，があるので．ここでは要点をかいつまんで述べることにする。
　黒人（Bill　Spear）が仕事にかまけて愛人（Irene）の相手をしてやれない
ような状況を作り出してからは，白人の作家（Harry　Lesser）は彼のホーム
（または仕事場）を出て女のところへころがりこんでゆく。この出来事を境に
してWhite（Lesser）とBlack（Bil1）の位置は入り替り，E．M．Forsterの
例のr砂時計のパタソ」＝割が完成する。Blackは書くことに熱中して過去の衝
動的，本能的な生き方を捨てて，rB1ackの自由のために」書くというブリ：■
シプルをたてて真剣に生きようとするが，他方Whiteの方は，割礼を受けて
はいるが，ソフィスティケートされているので，仕婁は別にして思いのままに
官能の世界に浸ることができる。
　最初の頃は，白い作家の意識の底に，いわゆる黒人の奴隷になりさがってい
るように思える同胞のユダヤの女性を開放すべきであるという民族の歴史的プ
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リソシブルが働いていなかったとはいえないかもしれない。
　ともあれ，白い皮慮のBbck　Woman（Irene）（τ加τ伽〃s，P．205）を
めぐるB1ackとWhiteのコンフリクトは不可避的となる。
　この10年間r愛」を主題にした小説を書き直し続けてきたユダヤ系白人の作
家が，彼を信用して助言を求めてきた同業の黒人から，ユダヤ系白人でキリス
ト教に改宗した愛人をr盗」むのであるから，それはただの月並みな三角関係
の図式を超えて，現代の複雑な人間関係を象徴しており，そこにはr芸術」，
r宗教」，r人種」，r文化」等の影が投げかけられているとみるべきであろう。＝41
　W肚e（Harry　Lesser）とBlack（Bil1Spear）が白人のB1ack　Woman
（Irem）を軸としてその位置を転回すると，WhiteはB1ackの言葉を好ん
で使ったりしてBlac㎞essに合体しようとするが，BIack　Womanによって
厳しく拒否される（1脇，P．146）。Blackは，彼のBlack　WomanをWhite
にr盗まれ」ることによってWhiteの世界に侵入し，愈々B1acknessの濃
度を高めてゆく。
　Black　Wommは，キリスト教に改宗した，オフ・ブロードウェイの女優で
両親ともWhiteでヵレッジ出の女性であるが，Blackとつきあっている聞は
自分の部屋に「黒い皮膚のイェス」（the　blackJesns）の像まで飾って，Black
一色に統一するが，Whiteと知りあってからは，髪をブロンドに染めたりし
ている。そのうちWhiteがBlackに占有されている彼のr楽園」に復帰し，
再び仕割こ精を出すと彼女の金髪の色は薄れ元の黒い髪は伸びるに童かせられ
る。ユダヤの女性の髪の色の変化は，BlackからWhite，そして再びWhite
からBlackへと彼女の心が動揺し，異性の関係が転移していく過程を物語っ
ている。
　あるフラソスのアソグロ・アメリカ問題の専門家が，白人と黒人との対立は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o人種闘争であることはたしかであるが，それ以上に色の対立としてはるかに意
義深いことを指摘している㈲のは興味深いものがある。それは，フェニモア・
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クーバー（Jemes　Fenimore　Cooper，1789－1851）以後のアメリカ小説の発想
法の原型である善と悪，光と闇の対立，神の選民になることと，堕地獄の対立，
つまり清教主義的な二元論からきている。それ故，黒と白の色の対立に興味が
あるので，そのことは，黄色のイエス像をわれわれはまじめに・想像することは
恐らくできないということになるかもしれない。
　丁加τ伽α炊の中でBlackとWhiteのコンフリクトが頂点に達する
時，Whiteの幻想の中で，WhiteとB1ackの二組の結婚式がラビの司式によ
って同時に行たわれる場面（乃肱，PP．206－227）がある。その時無神論者の
B1ackとラビの間で・小文字g　godと大文字のGodの違いはあるが「神」
の皮膚の色について珍妙な間答が展開する。一
　　“Like　what　co1or　is　he？”
　　“The　color　of　light”，says　the　rabbi．
　　Without1ight　who　sees　color～”
　　“Except　black”．（1肋泓，p．216）
　この箇所は先述のアメリカの「繕神」の二元論的性格をふまえなげれば，単
に。滑稽なやりとりとしか感じられないであろう。
　以上の概観でもわかるように「加丁2伽〃sの色調は登場人物の皮膚の色だ
けでなく，小説全体のトーソが，黒と白の二色の徴妙な濃淡とそのコソビネー
ショソの美から成っている。
　2．　パタンとリズムーZ肋λ㎜あα艶ω0rsとZ肋他”α刷8の比較
　この小説のバタソはどうであろうか。それは先にも少しふれたようにAna－
tole　Franceの丁肋ゐ（1890；英国版，1909）やHenryJamesの肋θλ励αs二
∫α6oクs（1903）のように単純で均整のとれたパタソをなしている。
　E．M．Forsterによると，一6げ肋sもτ加λ励棚”0郷もともに「砂時計の
形」（the　shapeof　anhour－91ass）（E．M．Forster，必紘，P・1如）をLている。
　丁肋∫の方は，苦行僧のPaphnusと‘courtes…m’のThaisの二人が主要
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人物である。物語の始めは，罪から救われて砂漠で幸福な生活を送っている
Paphnusは，アレクサソドリァで罪の生活を送っているThaisを救い出すの
を自分の義務と心得て，彼女に接近する。この物語の中心の場面で二人は接近
し．この出会いによってThaisは救われて修道院に入るが，それに反して
Paphnusは破滅におち込むことになる。つまり”挑の形式の美しさは，
ThaisとPaphnusの出会いの中心的な場面に向って，二人は数学的な正確
さで接近し両者の位置をかえて，そのまま離れてゆく「砂時計の形」のパタ
ソにある，とE．M，Forsterはいうのである。
　丁加λ〃α88〃o附においては，Stretherと　Chadは，Madame　de
Viometを中にはさんで，PaphnusとThaisのようにその位置をかえる。
これまた砂時計の形をしているが，τ肋λ励α∫∫α60κSの方がはるかに徴妙な
変化と留保を備えてあみだされたパタ1■をなしていることはいうまでもない。
　τ加λ励α∬α607sの均整のとれたパタソをFOrsterを下敷にして辿ってみ
ることにする。
　感受性の鋭敏な中年の，正確にいえば55歳のアメリカ人Lewis　Lambert
Stretherは，結婚をしてもよいと思っている相手で，昔からの友達である
Mrs．Newsomeからパリーへ行って彼女の息子のChadをNewsome家の
本拠地，マサチューセッツ州のウレット（W0011ett）（架空の地名）に連れ戻
すように依頼される。Chadはあの特有の都市パリーで堕落しているというの
である（E．M．Forster，肋∂．，P．141）。
　Stretheエは典型的なJames風の人物で，知性だけでなく想像力もあり，
James白身の色濃き投影が見出されるのである。すべてのものはStretherの
視力（Vision）に合わせて観察される。彼が動きまわるとわれわれも彼に引き
ずられて動き，彼の視点にわれわれの視力の焦点を合わせるのである。
　r大使」の任を帯びたStretherは，しかし，真直ぐに目ざすパリーに到着
Lない。彼は先ず，イギリスに上陸する。が，そこで合う約束をしていた友人
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のWaymarshの顔をみるまえに帳場で話しているのを小耳にはさんだWay・
marshを知っているMaria　Gostreyという35歳の女性と知り合いになる。
この女性の敢計いでStretherはようやくパリーの劇場でChadに遇えるの
であるが，散々迂回に迂回を重ねた挙句で，370頁のこの小説の5分の1を遇
ぎてからである。それはともかく，Stretherはイギリスに上陸するともう自
分のr使命」について疑いを持ち姶め，その疑いはパリーに着くと一層強まる。
というのはStretherの印象では，Chadは悪い女によって堕落させられてい
るどころか完全に変貌し，一口でいえぼ成熟を遂げていたのである。James流
の表現をそのまま使えば，Chadはコメディ・フラソセーズのrポックス席
に入る入り方をどこかで習い覚えていて，すばらしい現われ方をしたことが
Stretherにたしかにわかる」π〕程である。
　rChadの心を広くし彼をウレットの地方的偏狭さから救い出したのはパリ
ーである。そしてStrether自身何とこのことをよく理解することであろう。」
（Forster，必〃，p，142）というFors亡erの言葉そのままとなる。
　砂時計の形の中心にあってぎらめいているのはバリーであり，パリーは善悪
の判断を超えた人間の感受性を計る尺度としてこの小説の端から端までを照ら
している（Forster，必姐，P，143）。そして，そのパリーの背後にやはりMme
de　ViOnnetという「問題の女性」（a　wOmn　in　the　case）がいて，彼女の
嘆賞すべき優雅さはStretherにパリーの豊潤な生活を啓示することになる。
Mme　de　Vionnetの魅力にうたれたStretherは，彼女にたのまれなくても
Chadをバリニから連れ戻すことはもはやできなくなる。StretherはM岨
NewsOmeのr影」におびえながらも，彼女から託されたr使命」を故意に忘
れたふりをしている。
　この見苦しい遅延に腹をたて，当惑したMrs，Newsomeによって派造され
て，第二の「使節団」一Chadの姉（Sarah　Pocock），彼女の夫（Ji㎜Pocock），
Chadの花嫁の侯補老のMa伽ie一が到着する。Mrs，Newsomeは直接姿
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を現わさなくても，Mrs・Poc㏄kを通して彼女の道徳的圧力を，Stretherは
十分感じることができる。だが，Stretherは，アメリカヘ帰ってから受ける
　「使者」の特権を捨てても，ChadとMme　de　Vionnetの楯になり，第二の
使節団を撃退しようとする。ウレットに対してパリーに凱歌があがりそうであ
るが・最後にきてChadの方はあっさりしたもので帰国して今迄の人生経験
を生かして家業を継ぐことを決意する。更にStretherを失望させたことは，
古いフラソス文化の化身ともみえたMme　de　Vionnetその人とChadとの
関係がありきたりの男女関係であったことである。
　一目，Stretherは，ひとりでパリーの郊外に出かけ，子供の頃親しんだ19世
紀フランスの風景画そのままのフランスの田園風景を，心の底から湧いてくる
不思議な自信と満足感をもって楽しむのである。日暮れにStretherは，川岸
にある宿屋のあづまやに腰をおろして静かに水の上を見渡している。すると一
隻の小舟がオールをこぐ男と舟尾にピンクの目がさをさした婦人とをのせてゆ
っくりとStretherの視界に入ってくる（τ加λ励α醐6o附，P．307）。C㎏d
とde　Viomet夫人であるが，Stretherの方で気が付かないようであれば，
知らぬ顔を押し通すつもりであることを彼は瞬間のうちに読みとり，あたかも
偶然の出会いをよろこぶように大声でふたりに呼びかける。それは夢の中のよ
うな気まずい出会いの危機を回避するためである。Chadとde　Vionnet夫
人の関係も所詮「ありきたりの男女関係」（an　ordin班y1iaison）（Forster，
必泓，P．145）であり，ふたりはそのことを恥じていることがStretherには
想像できる。彼らはお互いの情熱が冷めないうちに宿屋で秘密の週末を過ごし
たいと思っていたのである（Forster，必〃，p．145）。
　Stretherはついにこの二人を失うことになる。Chadは今度はStretherの
強い反対を押し切ってMme　de▽ionnetと別れて，ウレヅトに帰ることを決
心する。Mamieと結婚して家庭用品の製造に精を出すことになるであろう。
他方，S位etherにとってこの上なく気高く神秘的な女性は，彼の目の前で
　一C28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　185
「若い男のために泣いている下女と同様俗っぽく取り乱して」‘8｝泣きくずれる
有様である。
　しかしStretherの知性と想像力は，Mme　de　Vionnetが自分の「卑俗さ」
をはっきり意識しながらr卑俗さ」を見事に演技していることがStretherに
はわかるのである。それ故Forsterがいうように，「ChadとMme　de　Vion・
netが後戻りしたというのでない。彼（Strether）の方が進んだのである。ふ
たりがStretherに啓示してくれたあのパリーを，今度は彼の方で彼らに啓示
してやることができるのである。もっとも彼らにそれをみる目があればの話で
あるが。というのはそのパリーは彼らが自分の力で気付くことができない程繊
細なものであり，Stre出erの想像力は彼らの若さより，より精神的な価値を
もっているからである。砂時計のパタンは完成する。StretherとChadとは，
Th出sとPaphnusより徴妙なステヅプでその位置を変えたのである……」
（Forster，泌タ尻，p．146）。
　たしかに丁加λ励棚α∂㈱のパタソは，Anatole　Franceが決して達成
することのない「変化」（mOdu1ation）と「留保」（reservations）を備えて
組立てられているが，その犠牲も大きい，とFOrsterは考えるのである
（Forster，必姐，p．146）。貝口ち，「作中人物はその数が乏しいだけでなく非常
にけちくさいやり方（On　Very　Stingy　lineS）で構想されている。彼らは，
ふざげることも，すばやく動くことも，肉欲にふけることも，殆どすべて英雄
的行為をすることもできない……」（Forster，必倣，P．148）。このようにして
rバタソがHenry　Jamesの小説から人生を締め出している」（Forster，必倣，
p．150）とForsterはいうのである。
　この最後の陳述は，Henry　Jamesの小説の正当な解釈とは思えないのであ
る。小説が提供する人生が現実の人生と同じでないことは，改めていうまでも
ないことで，その点についてはForsterには奇妙な混同がみられるように感
じられるかもしれない。プロットは小説が提供しようとする人生を選択するの
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であって・それだからといって，「人生を締め出す」ことにはならないからで
ある。しかしプロヅトの均整に固執することは，人生が提供する隈りなく豊か
なものをプロクラステスのベッドのように切り捨てる危険性を内包しているこ
とも否定し難い事案であろう。
　Forsterがパタ1■以外の方法で「美」を小説の中に導入出来ないか（Forster，
必必，p．150）と考えて，リズム（rhythm）という観念に想到するのは，さ
すが作家の小説理論というべきであろう。
　Malamudの丁加丁伽刎なについていうならば，Ma1amudの小説の登場
人物も非常に少なく，また彼らの移動する空問も狭く，限定されている。あえ
てパタソという観点からみるならば砂時計のバタンが成立する，といえるかも
しれない。しかしそのバタンはJamesにおけるようにプロヅトにより多く依
存し，「視点」の統一㌃こよって編みだされるバタンというよりは，われわれの
心の中にイメージとして描かれるこの小説の模様であるといえるように思われ
るのである。
　丁加τ例α〃おの世界は，多くのMalamudの小説と同様に全体としての印
象は，eXtenSiVeではなく，intenSiVeではあるが，砂時計の「容器」の中に
閉じ込められた形ではなくて，そうしたパタン化，固定化を破って，変化と
流動のグイナミヅクスを感じさせるのは，リズムの力におう所が大きいといえ
るであろう。そしてこのリズムの効果を文章論の方からみると，Pα励0似θの
用法と特に関係があるように思えるのである。このことを証明することは決し
て容易なことでぽない。それは丁加τ2〃舳ま∫を読み終った時に，われわれの
心におのずからひびいてくる「音色」（tOne）のようなものであるからである。
勿論r文体は，文章上の一つの特徴ではなく多くの特徴をもった言語の同時的
働きであり，どのような単一の特徴の役割りもその文脈によって変化する。」⑨
ことも事実である。その上，r真に俸大な文体は言語の基本的な文型にまともに
反対することは先ずない。それはそれらの文型を合体するだけでなく，それら
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に依存する」㈹という言語の基本的構造と芸術家の個性的表現との関係につい
て述べたEdward　Sapirのコメソトを認識しないわけではないが，丁加τθ刎一
伽なの文章のダイナミックスを考える時，P〃肋奴θの用法に力点が置かれて
いると考えないわげにはいかない。ということは，すでにみてきたように，それ
は，丁加τ刎伽ま∫の主題と形式の両方から要求されているからである。James
の丁加λ励α∫∫α60γsの形式がパタンの均整に固執するのに対して，MaIamud
のτ加丁θ〃伽ま∫の場合は，パタソの均整美を指向するプロットが，現実の層
と幻想の層の二重構造にいったんは分断され，そして究極的には有機的に融合
されている。このプロヅトの切断と縫合を効果的に実現するのが，リズムの力
であり，その中心的た役割りをP〃伽批が果しているのである。
　丁加λ励α8∫α∂07Sの背景に，否，その中心に存在するものは，rきらめき，
ふるえ，とけ合い，ある瞬間表面だけのように見えたものは次の瞬間には実に
奥深くみえる」（Forster，倣6．，P．146）あのパリーという魅惑的な宝石である。
そこには時問の流れを意識させない程の悠然たる「歴史」と「文化」を醸成す
る時間の流れがある。それに反してτ加τθ伽燃の背景は，建設と破壌を繰
返してめまぐるしく変貌をとげつつあるニューヨークの瓦礫の山の中にぽつん
ととり残された荒涼たる空聞である。そこにはゆったりとした時間の流れは拒
否されて，細分化された不連続の時問がまるで「現実」と「非現実」のイメー
ジの散乱の上をおどっているようである。
　τ加τ吻肋ねの構成は，66枚のpictureからなり，一番小さいものでは，
わずか一筆（1行のセンテソス）（p・181）からなるものもある。しかし全体
を大きく5部に分げることができる。第1都は1～23頁（9枚），第2部は24～
75頁（14枚）でLesserとWillie（筆名Bill　Spear）の場面で，二人は接近
して親しくなる。第3部は76～142頁（15枚）で，Lesserの性の遍歴の場面
である。黒人Samの愛人Maryと関係を結び，危くSamの伸間達にリン
チを受けるところをWil1ieの機転に助けられるが，次にはWi11ieの愛人
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Ireneと関係を結ぶ。Ireneと横になり，窓ガラスにぱらぱらと吹きつける雪
を見ながらLesserは，一人ぼっちで食卓のテーカレに向って小説を書いてい
る黒人のことを想像する。この時，Wil1ieの名はBil1Spearという筆名で作
者によって注意深く用いられ，Billは，祖先が槍に託した怨念を一本の筆にか
けてせっせと書き続ける。白人の作家と黒人の作家がその位置をかえる場面で
ある。第4部は，143～181頁（12枚）で，Lesserはホーム＝仕事場に戻り，
書きかけの原稿の焼失を知る。SamとWillieの仕業であることがわかる。
第5部は，182～230頁（16枚）で，Lesserが再び小説を書く場面である。
Andr6Gide（1869－1951）の〃8肋鮒〃b舳妙θ鮒s（1926）の中で作家の
EdouardがSp㎞oniskaに彼が書いている小説の主題は何かと尋ねられる時，
主題は何もたいが，あえていうなら現実によって提供された事実と理想的現実
との争闘である，という意味の返事をするくだりを達想させるものがある。こ
の第5部の場面は現実と夢との争闘の場面ともいうことができよう。
　以上のように絵と絵をつなぎ合わせる場面中心的な構成では，通時的な時問
のモメントよりも共時的な時間のモメソトが優勢に働く，というよりは時問の
意識は，イメージ化され，断片的にしか存在しなくなる。そこで，絵に現実の
力を与え，生命のある劇にかえて観照著にヴィヴィッドな臨場感を与える時問
のモメントとして，prOgresSive　fOrmが好んで用いられたのであろう。
皿　肋”o奴θの用法一リズムとの関係において一
　それではMa1amudがどのようにP〃棚枇を文章の中で使っているかを
みることとする。
　考察を進めるに先だって，▽irginia　T㎡teによってω1〕α励c柳召の基本的
文型を確認しておくこととする（但し文例の表記法は筆者が変えた）。
　0．1．　　1二θf竈＿1｝rα〃o此jm”C1α”∫θ十乃α82C1”〃82
　　Sem㎞g8pogsi1，1e　riv81，I　watched　him　warily．
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　0．2．　1；α5θC1α〃∫θ十1碗”免加1；rα”6ゐi”σ（：1α〃82
　　I　watched　him　wari1y，wo阯erillg　who　he　w3s．
O．3．〃κ・肋α”6肋ψαα㈹十Bα8・αα㈹十捌”〃一肋㎝棚㎎α㈱召
　　艶n8hg8p088i阯eゴ珊1，I　watched　him　warily，woMeri皿g　who　he
　　w83．
　O．4．　1ヨα8θC1α〃∫θ十1吻ε必1書rα”6κj〃g　C1α〃∫θs＋Bα53　C1α〃∫召
　　I，somohg8p088ible㎡v81，wo皿do正i皿g　who　he　w8s，watched　h1m
　　wari1y．
O．5．ムθκ・〃α”6肋〃9αα㈹∫十肋82αα㈹
　　S011si皿g8possible　riva1，wond飢㎞g　who　he　w3s，I　watched　hlm
　　Warilγ
　α6，　I　watched　him　wari1y，sensing　a　possib1e　rival、
　α6、の文型は‘sensing　a　possib1e　rivarの主体が暖味となる。以上のO．1・
～0．5．の文型は勿論P〃伽伽α1”06幼㈱だけでなくF吻””仮㈱全体
に適用されるのであるが，”7伽ψ””肋幼㈹においては，文意を明瞭に
するためそれを指示するNo洲1〕”鰍sの近くにおくべきである。なお，い
ずれの文型においても，”0”cκと伽αm挑，”α〃幽と”α82はコンマで
区切り，誤解を避げるのが現代のPunCtuatiOnの正用法であることはあらた
めていうまでもない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　Bemard　Ma1amudのセソテソスは短い胸から，コソテキストを見誤ること
はまずない。音節の少ない平易な単語によって多くの文は組立てられている。
よくイデッシュの語り口を連想させるといわれるのも特に短篇物語たどにおい
ては，殆どBasic　Englishの調子に近い民話風のセソテソスを多用するから
であるともいえる。
　1．O．γ励十∫〃ψ棚召ル肋1θ十λ伽6ま伽十肋舳
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　　Bessle1ent　an　attent1ve　ear，but　the▽1s1tor　was　dumb．
　1．1．　γ伽ろ十D功π肋λ7肋12＋G〃〃〃
　　Embarrassed，Lieb　did　the　ta1king：ah，of　old　times．（“The　Loan”：
　　Fro㎜τ加〃64c3〃〃（New　York：Farrar，Straus＆Giroux，1958），
　　P．1跳）
　1．0．の例文においてはBessieが夫に借金を頼みにきた男の話に聞き耳を
立てるところであって，ゆっくりと弱強4歩格のリズムをとる。‘attentive’を
λぬ励に使ってリズムを狂わせるようなことはしない。
　1．1．の例文も1．0．と同じ調子である。’Embarrassed’というPα∬加P〃・
伽ψ1θと呼応して，‘did　the　talking’のγ伽あP〃α∫θに，意を決して重い
口を開くLiebの様子がヴィヴィッドに描かれている。
　以上のような素朴な感情の表出を得意とする文章は，τ加τ舳α炊におい
ては大分影をひそめている。1〕α5ま1〕〃伽ψ1θやGθ閉〃にかわって1〕㈱励
Pα”c柳召が圧倒的に多く用いられ，それによって流れるようなワルツのリズ
ムを生じている。
　次に”脳”Pα”ψ1召がどのように用いられているかを先述の基本的文
型によってみることとする。
　現代英語では，Periodic　Sentenceよりもむしろ文意の完成をいそぐL00se
Sentenceの方が好んで用いられることとも関連して，Z3κ・愉α”洲”gより
捌σ”一扮α〃6””gの分詞構文が多く用いられる傾向があるといわれる。τ加
τ舳α〃ま∫においては両者の差は殆ど認めることはできないが，ただルκ・
”αm6”卿の場合には，そのλ励励αα㈱2は短く，文意が混乱する恐れ
はない。
　2，0一加κ・Brαπ励加σのセ＝■テソスの典型
　　励碗〆〃g　his　nat，Harry　stowed　away　his　groceries　and　retumed　to
　　11sten　m　the　hal1（Bemard　Malamud，τ加τ舳伽お（London　Eyre
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　　Methuen，1972），p．27）
肋り”一Brα”曲加”のセソテンスの例をいくつかあげておく。
2．1．0ろ畑肋θCo刎枇舳〃として用いられる場合
　　He　sees　himse1f〃α脇昭on　Eighth　above135th，〃ψ加guptown　alone
　　on　the　wide　dark　sea，though　the　p1ace　is　alive　with　many　bright－
　　sai1ed　smau　craft　and　co1ored　birds，brothers　and　sisters　of　al1
　　shades　and　shapes、（1あ6攻，p．89）
2．2．付帯状況を示す（例ユ）
　　Anyway，he　is　wa1king　amiably　aIong，not　even肋伽肋惚of　writing，
　　in1ove　with　the　sights　and　sounds　of　this　exotic　smaI1city　on　a
　　warm　and　sumy　day，waiting　for　somebody…。（乃倣，p．89）
　2．3．　付帯状況を示す（例2）
　　He　sits　at　his　desk　in　his　day1it　spacious　study，more　spacious　than
　　ever，妙カク〃g　as　fast　as　he　can．（p．181）
　2．4．　λあ∫0”まθP〃伽幼加の例
　　They　grunted　as　they　fought，utteri㎎anima1noises，Wil1ie伽伽g，
　　Lesser5伽〃紹κ惚to　maneuver　himself　to　the　door。（〃五，p．’168）
　以上zθκ”α㎜挑加σと揃ψf丑rα〃幽加gの例をいくつかみてきたが，
特に目だつのは，”泌伽α肌ん加σのP〃地伽α1Constructionで，枚挙に
いとまがないほどである。それは，τ加τ舳α炊に漂うサスベソシヴな空気
に適する語法であるからといえる。
　Wi1liam　Fau1㎞erの文体ぱ非常にサスペソシヴであるといわれているが，
もちろん”泌”α㎜棚”σの文章が最終的な判断を差し控え，説得力のある
計算された不安感を増幅し強めるように適切に働いている㈹という意味の
▽irginia　Tufteの言葉とも符節を合わせている。数多くの”＝d一”α”曲加σ
の文章のうち典型的な例文をひとつだけ挙げておく。
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　3．O．雌祉”m”幽加σのセンテンスの典型
　　The　whter，a1one，this　end－of－Febmary　might，加〃伽g　downtown
　　on　the　east　side　of　Lexington　for　no　other　reason　than　that　he　had
　　wa』ked　uptown　on　the　other　side　last　night，heard1aughter　across
　　the　street　and　recognized，amid　the　stream　of　people　passing　by，
　　Bm　Spear　with　Irene　Be11．（乃〃，p．120）
　以上・Pα〃ψ〃〃0∂砺〃の位置とその効果について略述したのであるが，
P〃脆伽01A吻θ0肋θについても若干付言しておきたい。
　次の文章は，τ加τθ伽〃∫からではないが非常によくMa1amudの特徴が
でているように思われるので紹介しておく。かつてアルコール中毒であった男
が，長い犬陸横断の旅の果てに赴任先の西部のある駅に降りた時の表情を素朴
なタッチで描写した箇所で，殆ど形容詞化した肋∫まPαπ伽肋に「やっと辿
りついた長旅」の感じがよく出ている。
　3．1．Pα∫ま肋”ψ12の形容詞化の例
　　3ω〃〃，カオな〃〃，lone1y，Levin　set　down　a　valise　and　suitcase　and
　　looked　around　in　a　strange　land　for　welcome．（λ一M刎工焚（Penguin
　　Bδoks），p．7）
　3．2．P伽まPα”6似3の形容詞化の例
　　He　entered　his　肋〃2一〃伽6oωθ6　study，raised　the　cκα6加6green
　　shades　without1ooking　into　the　street　and　arranged　himself　at　his
　　desk．（τあθ　アθ〃α吻お，pp．13＿14）
　3・2・の例をみてもわかるようにPα5まP〃肋φ12の形容詞化といっても，た
だ一つ一つの単語の意味上のことではない。やや重い音質の〔r〕音をもつ単
語を重ねることによって，全体としてワルツのリズムの軽快さを押さえ，主人
公の仕事に向う決意をひびかせるのに力をかしているといえるかもしれない。
　文章全体に流動感を与え，生命の鼓動を伝えるには，受動的なPα∫チ肋〃一
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6桝θより能動的な1〕〃s棚1〕α〃ψ地の方が有利である。丁加τ舳α〃おに
おいてもP燗刎まP〃伽幼狛の方がはるかに多く用いられているが，形容詞
化の場合についても同様である。
　次の文章は，主人公が想像の翼を拡げて，自分を機関率や色々な船一蒸気船
・帆船・ポートに，またそれらに乗ってゆく人一探険家・漁師・戦士に擬し，
遇去と現在を自由に飛翔し，最後は川となってr生」とr死」を越えて流れる
芸術家のイメージを描く箇所である。
　4．0．　Lesser，as　he　wrote，was　sometimes　a趾1mdering1ocomoti▽e，
　　a1l　carsακαcゐ3δexcept　caboose，cκαc肋〃9along　the61i6ki皿g　tracks
　　into　a　com士ry　whose　topography　he　suspected　but　did　not　know
　　tiu　he　got　there．　Lesser　expIorer．　Lesser　and　C］ark　over1and　to
　　Manifest　Destiny．Or　maybe　Mississippi　steamboat　w舳boomi皿g，
　　叩1a出ing　padd1ewheeI，he趾tren．1ing　foghom，and　other　mawelous
　　inventions．Not　a　bad㎜etaphor，boat．Lesser　in曲orオー㎜αs加d　b班k
　　with　a　pu丘of　wind　in　its　sai1on　the　Ga1i1ean　Lake，まηク惚to　spy
　　out　on　the　apostolic　shore　what　it’s　a11about．Lesser∫o〃〃惚on　the
　　Hudson，∫θθ肋昭Hendrik，κ8施〃昭to　theろoo閉伽g　bow1s　in　the
　　InetaPhysica1　hi1ls；　or　”o〃6勿g　　to　正nusic　on　the　sweet・血owi皿g
　　Thames；he　I0Yed　the㎜07i皿g　Eng工ish　water．Better　still，the皇耐ist
　　as　broad　swirling　riveτ，1oω6勿g　free1y　anユid　islands　of　experience，
　　some　dense駆een，1uxuriant，treefu1；others　barren，soft　sand　with
　　wet　footprints；the　now㈱伽αc伽g　mu1tif砒ious　isles　and　islets，
　　in　nood　tide　∫カκ脇6加g　over　each　and（a11　beyond　both）　muddy
　　river　banks　of　life　and　death．（16｛6．，pp．14－15）
　（太字ぱ，P㈱脇オ肋ク肋似召の形容詞化したもの，太字の斜字体は，1〕α5ま
肋”ψ12のそれ，そして斜字体は肋”ψ1θである。）
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　これは肋彬ψzθの用法に限らず言葉の同語反覆によるひびきや，省略法
による心理的効果とも関係することではあるが，ここで強調しておきたいこと
は，1〕o彬6ψ工θが，丁加丁2㎜燃の組織を流れる血管として機能しているこ
とである。
　4．1．　．．．Lesser㎞ew　the　doorbell
　　　was7加4惚and　went　on〃肋〃＆It　rang　insistent1y．
　　　　It　ringS　f0工一eVer．
　　　　Levenspie1〃〃φ〃＆
　　　　　。．．（1あク〃，p．16）
　引用文の最後の‘Levenspie1ringing’で行は改まり，The　writer　sits　at
his　desk　and　ta1ks　through　two　rooms．とあり，立退きを迫る家主がベル
を鳴らし続けている姿と，主人公の作家が机に向って書き続げながら大声で返
事をしている姿を重ね合わせて描出している。読者はちょうど舞台上の二人の
人物の所作を同時的に観ていることになる。
　リズムとP〃伽似θの関係について重要なことは，次にみるように，
P〃肋妙彦とG〃〃〃を交互に出してリズムをとっていることである。G〃〃〃
はτ加「伽脇おの中ではいわぼ傍役であるが，主役を生かす重要な役割を演
じていることは否定できない。
　4．2。“A1so　I　wiu　adInit　it　got　me　tlli血皿9．What　I　amτ脇脇9
　　about㎡ter　madi皿g　yo皿book－both　of　them－1s　I　mderstand　a
　　1ittle伍丘erent　now　some　of　those　ideas　you　were伽吻c〃昭about
　　fom　and　that　jazz，and　which　way　it　gives　proportion　to　the
　　witin9．＿”（1腕．，P．81）
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　これまで主として丁加「θ脇〃おの文体について1〕〃伽伽を中心にみてき
たのであるが，果してそのような文章上の特徴はMa1amud特有のものかど
うか，という疑問が起らたいわけにはいかないであろう。その点を明らかにす
ることは，文体論の中心的課題ではあるが，またもっとも困難なことであろう。
　P〃伽ψ1θの用法についてはおよそ英語の文章を書く人であれば，多少と
も意識しないではすまされないことで，たとえぱRumon　Dmyonという作
家は亙幼ま一肋α吻0”惚の分詞穣文を肋伽gによってつないで続けてゆくや
り方で，いささか古めかしくpedanticな感じを出しているが，それが逆にユ
ーモアを生む助けとなっているということである。閑
William　Fau1knerについてはもちろんのこと，Saul　Be11owやPhilip
Roth等多くの現代の作家は，みな程度の差はあるが，肋〃”肋を意識して
各自のスタイルに活用しているように思えるのである。このことは現代の作家
に限らない。
　K．C．Phil1ipPsは，「Jane　AustenがRichardsonやBoswe1Iのような18
世紀の作家たちから受けついできた小説の特徴の一つは直接話法の付帯状況を
附加的に指示する現在分詞の使用である」と言い，更に語をついで，「今日で
は現在分詞の主語が明示されなければ，その用法は一般的でないが，このス
タイルの秘訣を捨てたとき失われたものも多い。」賜といっている。たしかに
Austenの場合，名言司を修飾する隈定名詞句をコンマによって区切らないで接
統詞のandのあとにすぐつないでいくややルーズなPmctuationで，これは
G．H．Vaninsの説明ではearly　Modem　EnglishのPmctuationだそうであ
る。㈹しかしこうしたPunctuationは，Lindley　Mmlayのよう友文法家の唱
導によって19世紀の初め頃までには旧式なものとなっているのである。Eliot
もAustenに劣らずp鮒此幼1θを活用しているが，Austenより文法的に正
しい無理のない亙鋤ま肋α刎”惚の肋”ψ1θを使っているようである。
　肋θ∫μ物伽の文章が作家に与えた影響は大きいが，それを手本にして文
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章を修錬したBenja㎜in　Fra血inも，肋”0似θを巧妙に生かして使ってい
る。
　しかし，以上の作家や文章家の肋7伽φ1θの使用は，極言すればレトリッ
クのひとつであって，作品のテーマと構造に密着した形で使われているとはい
えないように思うのである。一口にMalamudの文体といっても，作品によ
って徴妙な相違があるのである。τ加丁肋α桃においては，Pα”cψ1θが多
く使われているというだけでなく，作品のテーマと構造と切り離せない形で使
用されているのである。
］V　結　　　び
　個性的た作家の文体を敢り上げるときは，内容と形式，別言すればテーマや
構造との相関性において検討しなげれぱならないのではないかという強迫観念
にひとたび襲われると，「文体は文法である」という威勢のよい宣言も慰めと
はならないし，r文体を決定するのは作家の意識である」という甘い言葉につ
られて脱出できない迷路に入りこむ気にもなれない。
　r何を表現するか」という作者の意識の中に立ち入る前に，まずr何が表現
されているか」という表現の内容つまりテーマの考察は「いかに表現されてい
るか」という手法の間題と切り離しては考えられないであろう。小説のパタン
をとってみれば，Henry　Jamesの丁加λ励α58α607∫とBemard　Malamud
のτ加τ肋刎おは，不患議によく似ているのであるが，前老の場合，アメリ
カからイギリスそしてフランスと空間を移動していても，全体の印象はStatiC
であるが，それは，Forsterのいうようにパタンのためだけであろうか。static
なのは，Jamesの観念であり，その観念を表わす言葉である。それはr名詞
化によって精神的行為を実体（entitieS）にかえる本質的な工夫」㈹を試みてい
るのであって，意識の深層都に向ってゆっくりと静かに下降してゆく文章であ
るからStatiCた印象を与えるのである。水の流れのイメージを多く用いても
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その事実はかわらない。それとは逆に，Ma1amudの言葉の特徴は，全体とし
て，動詞的性格の比重の増大の傾向にあるように思われる。それは「実体」を
r運動」にかえ，パタンの固定化を破って‘amphibious’な性格を与えるが，
このshakyな性格は，現代の人間の状況そのものを表わすのに適したリズム
となる。τ加τθ舳〃おの冒頭のバラグラフは，丁加λ励α8∫”㈱とは対照
的な意味でwonderfu1の一語につきる。この文章のanapaesticなリズムは，
まさに砂時計の固定したパタ：■を破壌して，「幻想」とr現実」の二重の層を
有機的に結合しているといえるであろう。（昭和49年10月23日）
　　付記一本稿は，昭和49年10月12日，仙台の東北大学で開かれた第13回日
　本アメリカ文学会全国大会におげる研究発表に修正をほどこしたものである。
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